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1)テ レビ ・コ ミ3一 ケー シ ョンの レー ゾン ・

デー トル

今 世約半ば に出現 したテ レビとい う新 しい メ デ ィ ア

は,人 類 のコ ミュニケーシ ョン史 に驚異的 な局面 を提示

す るに至 った。ハーバー ド・リー ドの分析 したイ コンか

らイデ ェアへ の人類 のコミュニケーシ ョンの歴 史は,文

字 以前 の段階か ら,文 字の発明,活 字の発明 と次第に細

分 化へ の道 をた どったが,そ れがふたたび蓄音機,ラ ジ

オ,写 真等の発明,発 展に ともな って,細 分化か ら綜合

化 へ の道 をた どりはじめた。

ラジオ ・コ ミュニケー シ ョンの果 した役割 りは,「 同

時 性」 の徹底化であ った。アーノル ド ・ノ・ウザーは これ

につい て

「中世 の人間 の精神的世界 が彼岸 の気分でみた され,

啓蒙時代 の人 間の精神的世界が未来 の気分 でみ たされ

てい たよ うに,現 代人 の精神的世界 は,現 在 と同時性

の気分 で満 たされ てい る」

とのべた。

しか し,テ レビにあって1ま,こ の同時性 にさ らに同所

性が付加 された のである。聴覚 だけに よるラジオ に,視

覚 が加 え られ たこ とは送像者 の側 よ りも,む しろ受像者

の側 か ら大 きな期待 を もってむかえ られた。そ してわず

か10年 足 らずの間 に,テ レビは4メ デ ィア(テ レビ,ラ

ジオ,新 聞,雑 誌)の トップをしめ るにいた った。

日本 にお けるテ レビ ・セッ ト台数 の普及 は め ざ ま し

く,昭 和37年 はじめ,全 国 のテ レビ ・セッ ト台数は1

億 台 をこえ,現 在 その普及率は60%内 外 とい う高率で,

アメ リカに次い で世界第2位 となっている。

また世界的 なテ レビの発展 は,即 物性 とい うメデ ィア

自体 の持 つ有利性 を基 点 として,さ らにイ ンターナシ ョ

ナル な方 向にのびは じめてい る。 これはユmビ ジ ョン

(ブ ラッセルのEBU技 術セ ンターか ら ヨー ロッパ全 土

にネ ッ トしてい る),イ ンター ビジ ョン,(ソ 連 をキー

局 とす るヨー ロッパ のネ ッ ト形体)さ らに現在実験段階
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ではあるが,ア メ リカが打 ち上 げたサテ ライ ト局 を中継

とす るワール ドビョン(現 在EBUと アメ リカ,カ ナダ

が不定期 に番組交換 を行 ってい るが,10年 以内に 技 術

的 な改 良 を加 えて全世 界にネ ッ トされ るだ ろ うと予想 さ

れてい る),ア ジアビジ ョン(NHKを キー局 として東

南 アジ アの各局 にネ ッ トしよ うとす る計画。NHKは こ

れ を トル コあた りでユー ロビジ ョンと リンクスす るもの

と考 えられ る)等 があ げられ る。昨年7月,ア メ リカの

打ち上 げたサテライ ト局 によって,EBUと アメ リカが

番組交換 を行 った時,オ ランダの学生 がテ レビ ・スク リ

ーンを前 に して 「世界 がい なが らに して僕 の家 にや って

きた」 と感激 した と伝 え られてい る。 そ して 日本 にこの

よ うな事態 が もた らせ られ るのも,そ う遠 い将来 ではな

い。や がて私達 がでかけて行か な くとも,世 界の方 がや

って くる。私達 は家庭 の居間で,現 在世界各所 におきて

いる事 件 にテ レビス ク リー ンを通 して参加で きるよ うに

なるであ ろ う。私達は今夜 ニュー ヨー クのカーネ ギーホ

ールで,パ リのオペ ラ座 で,ミ ラノの スカラ座 で演奏 さ

れる音楽 を同時 に(時 差 に関 して は技術的 に解決 され よ

う)家 庭で視聴 できるであろ うし,世 界 のある場所 でお

きた大 きな事件 に関す る報道 を,同 時 に視聴 できるよ う

になるの も遠 い将来ではない。

テ レビ ・コミュニケーシ ョンの レー ゾン ・デ ー トル

は,ま さし くこの同時性 と同所性 によるイ ンフォメーシ

ョンと しての機能 によるものであ り,ま たマス ・カルチ

ャ形成へ の強力 な手段 として,あ るいは一国 の文化 の芽

生 える土壌 を培 うもの として捉 え られ る。イ ンフォメー

シ ョン としてのす ぐれた機能性 は,わ ずか10年 の間 に

各国 で無数 に実 証 されている。ケネデ ィが大統領 として

の票 を獲得 した のも,ケ ネディ・ニ クソン・テ レビ討論会

に よるものであ った。また ヨー ロッパ において,ユ ー ロ

ビジ ョンがEEC結 成 の動機 として影響 した ことは見逃

しえない事実で あ り,さ らにEBUは アフ リカの低開発

国 の開発手段 として,教 育 テ レビ とい う有力 なメデ ィア

を持 ってのぞんでいる。テ レビのイ ンフ オメーシ ョン と

しての機能 を確実 に利用 してい るのは,そ の発展状況 と

は相反 して,ア メ リカ よりもヨー ロッパ にお い て で あ
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る。 これ はテ レビ機構 の成立 それ 自体 に原 因があ り,広

告 を経営 の基盤 とす るアメ リカにあっては,視 聴率第1

主義 の見解 か ら,自 然娯楽番組偏重 の傾 向をた どらざる

を得 なかった。

日本 においても,最 近 の民放免許更新 にさいす る郵政

省 の通達 は,教 育教養番組30%以 上 とい うことであっ

た。 そして残 りの70%が,よ い意味 において,あ るい

は悪 い意 味におい て,マ ス ・カルチ ャ形成 の 道 程 と し

て,全 国 のテ レビ世帯 に洪水 のよ うに,目 夜送波 されて

行 くのである。 しか し第2次 大戦後 の 目本 の状況 は,テ

レビ とい うダイナ ミックなメデ ィアを欧米 と同 じ速度で

受 けいれ は したが,マ ス ・カルチ ャ形成の揚は欧米 とは

全 く異 ってい た。戦争 中全体主義 を否応 な く受 けいれた

日本人 は,大 戦後 アメ リカの持 ちこん だ民主主義 を否応

な く受 けいれ た。 テ レビに関 しても,あ る種 の抵抗 ない

しは批判 とい う形式 で,受 像者 の側か ら送像者ヘ フィー

ドバ ックする とい うケ ースは 日本 の場合 ほとん どお こる

こ とな く,枯 れ た地面 に水が しみ こむ よ うに,セ ッ ト台

数 は思い がけない速度 でのび て行 った。 そして,そ の速

度 は,送 像者 の側 で,テ レビ ・コ ミュニケ ーシ ョンのレ

,_'1,ン ・デー トル を徹底的 に研 究す るい とまもない程で

あ った。 セッ ト普及率 と局 の設備 を世界 に誇 り得 る 日本

のテ レビ界 において,マ ス との唯一 の接触点で ある番組

面 で,き わめてアンバ ランスな感 を与 えるのは,,こ れが

大 きな原 因 となってい るのではないか と思われ る。

2)綜 合科学としてのテ レビ ・コ ミュニケー一

シ ョン研究

テ レビ ・コミュニケーシ ョン研究 の方法 論を考察 する

まえ に,ま ず私 たちは この研究 がはた して学 問 として成

立 し得 るか否 かにつ いて検討 してお くべきであろ う。

20世 紀初頭 におけるまでの歴史 において,学 問 とは,

す べて法則 の探究 であった。その意 味では,経 済学,社

会学 す らもこのカテゴ リーに属 しうるか どうか不分 明 と

なる。しか し20世 紀 にはU・ってか らの2回 にわたる世

界大戦 は,入 間 の思考方法 に大 きな変化 をもた らした。

第1次 大戦後,絵 画や詩 は過去 の形式 を破壊 した。第2

次大戦後,文 学はそ の不毛 の中で暗 中様索 をつづ けてい

る。2回 の世界的な破 壊行為 の結果,人 間が到着 したの

はあ らゆ る 「不動 性」への否定 であ った。サル トルはこ

れ を不条理 と呼んで 「実存主義 」を導入 し,ま た多 くの

学 者,芸 術家 は現代 を 「不安〕 の時代 として 捉 え て い

る。 「不 動性」への否 定の精神 は,古 来 の東洋 における

厂無」の精神 に通ず るものがあ り,現 在アメ リカ,ヨ ー

ロッパで 目本 の 「能 」や 「禅 」や 「墨絵 」の研究 が さか

んなこ とは,こ れを実証す る ものではないか と思 われ る

が,こ れについての考察 は稿 を改 めるべ きで あろ う。

あ らゆる文化 の形体 が くずれ は じめた第2次 大戦後 に

おいて,学 問の世界 におい ても過去 の形体 に加 えて,新

しい研究 がは じまった・そ の中で も,も っともさかんな

もののひ とつ として,社 会学 にお けるマス コ ミ関係 の研

究が あげ られ る。

各大学 におけるマス コミ研 究,と くに放 送 を中心 とす

る講義 内容 を各国別 に調べてみ ることは,コ ミzニ ケー

シ ョン研究 の現在 の方法 を探 る上 で役立つ と思われ るの

で・ 日本 アメリカ,西 独等 におけ る各大学 の研究状況

を以下 に紹介 しよ う。

日本 における各大学 の放送研究 の実体(配 歹0は鯨 教

育研究所 の全国総覧 による)

山形大学 教育学部 放送学習 の論理性

宇都宮大学 学芸学部 教育放 送

東京大学 新聞砺究所 放 送論

放送各 論

山梨大学 学芸学部 視聴覚の心理(放 送教育理論を

ふくむ)

名古屋大学 教育学部 放送教育

三重大学 学芸学部 放送教育特殊講義 し

(子供の生活に及ぼすテレビの

影響)

島根大学 教育学部 放送教育

高知大学 教育学部 放送教育概論

九州大学 教育学部 社会教育学(放 送関係)

長崎大学 学芸学部 放送教育

大分大学 学芸学部 放送教育 卩

宮崎大学 学芸学部 視聴覚教育概論

(主として放送)

鹿児島大学 教育学部 放送教育概説

三島女子大 家政学部 放送沿革史

目本大学

a.法 学部新聞学科

放送論 ・放送企劃 ・放送演習(1,2)

b.文 学部放送学科

放送概説 ・放送法規 ・放送史 ・公共放送 ・商業放送
・番組編成 ・教育放送 ・放送経営 ・放送技術論 ・脚

本 ・演出 ・報道 ・アナウンス理論 ・カラーテレビ・

照明および構図・放送美術 ・放送脚本 ・放送文章 ・

アナウンスメント・演出実習 ・放送技術(1 ,2)

目本女子大 文学部国文科 放送学

東海大学 文学部広報学科

放送論 ・放送批評 ・放送スクリプティング
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東洋大学 社会学部 放送概論

立教大学 社会学部 放送概論

早稲田大学 政経学部 放送論

文学部 放送概説

慶応義塾大学 新聞研究所 放送論

国学院大学 文学部 放送学

国際基督教大学 大学院 放送教育

青山学院大学 文学部 放送ジャーナリズム

経済学部 放送ジャーナリズム

共立女子大 文芸学部 放送論

明治大学 文学部 放送文芸論

昭和女子大 文 ・家政学部 放送文化

上智大学 文学部新聞学科

放送概論 ・放送論演習・放送演習

成城大学 文芸学部マスコミ・コース

放送論・放送芸術論

名古屋商科大学 商学部 放送宣伝論

同志社大学 文学部 放送概論

関西大学 文学部 放送論

関西学院大学 社会学部 放送論

(資料 は文研発行放送学研究第3号 の昭禾037年 度全

国大 学マス ・コ ミ関係講議題 目一覧 を使用)

以 上の 講議題 目は特 に放送 とい うテーマ を全体 的に捉

えてい る と思われ る講 義だけ を選んで記載 したが,こ の

外 に教育学部 のある大学 は殆 ん どが視聴覚教育 について

の研究 を行 っている。 しか しその講義 内容 が教育 テ レビ

に限 られ,ま た映 画 とも多分 にオ ーバ ーラップす る と思

わ れるため,こ の リス トにはいれ なかった。

・西独 ,オ ース トリア

自由ベル リン大学 政治 とテ レビジ ョン

同大 学プブ リスティ ク研究所

ラジオ とテ レビにお ける文芸素材の脚 色

ボ ン大学

ラジオ ・テ レビコミ ュニ ケー シ ョンの諸問題

フランクフル ト大学 プ レス法 と放送法

ノ・ンブルグ大 学

青少年 とテ レビジ ョン教材 としての学校放送

同大学放送論

ラジオ とテ レビジ ョンの個人 と社会に対 する機能 と

意 味 ラジオ とテ レビ批 評,ド イ ツ ・テ レビジ ョン

の報 道番組 テレビ娯楽番組 の問題

ハイデルベル ク大学 公共活動 の諸問題

(プ レス ・ラジオ ・テレビ等)

山内;テ レビ・コミュニケーション研究

ケル ン大学 マス ・コ ミュニケーシ ョン学(放 送)

放送法(ド イツおよび諸外 国の放送制 度の形態をふ

くむ)

ミュンヘ ン大学 映 画テ レビの青少年 に対す る意義

同大学新聞研究所

テ レビジ ョン対照番組 か ら競合 番組 ヘ

ミュンスター大学プ ブ リチステ ィク研究所

ラジオ ・テ レビジ ョン史

放送 ゼ ミナール 番組研究 ラジオ番組 の構成

ウィー ン大 学演劇学研究所

テ レビジ ョンのナマ放送 ラジオ ドラマ の ドラマ ッ

ルギー

資 料は放送 学研究第4号 。

注〕第2次 大戦中 ドイヅではナチ の政策 として,広 報

をきわ めて重要視 したので,そ れ以後の マスコ ミ問題研

究は,ヨ ー ロッパ の他 の諸国 に比較 してかな り活撓 であ

る。

・アメ リカ

ミシガ ン州立大学 ラジオ ・テ レビ ・映 画学科

ラジオ ・テ レビ ・アナ ウンス法,ラ ジオ ・テ レビ放

送局番組編成 論,教 育 にお けるラジオ とテ レビ,テ レ

ビ舞 台装置,テ レビ放送 における映画 の利用,テ レビ

制 作論,テ レビ演出法,テ レビ実習,テ レビ番 組の発

達,国 際放送論,ラ ジオ制 作論,教 育 と放送,ラ ジオ

・テ レビ放送局経営論 放送 と映画の調査研究(セ ミ

ナー)

イ リノイ大学 ラジオ ・テ レビ学科

a.大 学課程

テ レビジ ョン実験,ラ ジオ ・テ レビ演 出法,ラ ジオ

・テ レビ放送原論,ラ ジオ 台本 の書 き方,ラ ジオ ・テ

レビ ・アナウンス法,ラ ジオ制作 ・演 出論

b.大 学院課程

テ レビの特殊問題,ラ ジオ ・テ レビ特殊問題,テ レ

ビ番組編成制作論,ラ ジオ ・テ レビに関す るセ ミナー

c.両 課程共通課 目

テ レビ台本 の書 き方,ラ ジオ ・テ レビ局経営論,テ

レビ演 出論,ラ ジオ ・ニューズ論,テ レビ ・ニューズ

論,ラ ジオ ・テ レビ実習,テ レビのための 映 画 制 作

法,ラ ジオ ・テレビ法制 論。

ボ ス トン大学 コミュニケーシ ョン学部

a.大 学課程

テ レビ制作実習,テ レビ演出論,ア メ リカにおけ る

放送,ラ ジオ制作論,ラ ジオ放送局運営論,放 送広告
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論,ラ ジオ ・ドキュメンタ リー論,ラ ジオ 音 楽 編 成

論,放 送 アナ ウンスの仕方,比 較放送 制度 論,放 送番

組 論,放 送経 営 ・販 売論 有線 テ レビ運営論

b.大 学院課程

放送 に関す る文献研究,放 送 法規,公 共 問 題 の 放

送,教 育 テレ ビ,国 際放送論,比 較放送制度論,放 送

広告論,テ レビ ・デザ イン論

ワシ ン トン大学 ラジオ ・テ レビジ ョン学課

ラジオ ・テ レビ調査 論,ラ ジオ制 作論,ラ ジオ報道

の書 き方,ラ ジオ ・コ ンテの書 き方,ラ ジオ実習(K

NOW局),ラ ジオ ・テ レビ広 告論,ラ ジオ ・ドラマ

の書 き方,テ レビ報道 の書 き方,テ レビ番組編成論,

テ レビ演出論 テ レビ映画技術論,テ レビ美術論,学

校テ レビ論,テ レビ制作論 テ レビ実習,放 送局運営

論

ミネ ソタ大学 新 聞学科

大学院課程

ラジオ ・テ レビ ・コ ミュニケ ーシ ョン発達史,ラ ジ

オ ・テ レ ビ時事解説論,ラ ジオ ・テ レビ広告論

3小 集 団 論(レ ビ ン)コ ー ネ ル 大 学

4実 験 的 方 法(ホ ブ ラ ン ド)イ ェー ル大 学

・Minorapproaches

1改 良主 義 的 方 法(プ レス 自 由委 員 会)シ カ ゴ大 学

2歴 史 的 見 地 よ りみ た文 明批 評 的 方 法

(リ ー ス マ ン)ハ ーバ ー ド大 学,(イ ンニ ス)ト ロ

ン ト大 学

3ジ ャー ナ リス テ ィ ック方 法(ケ ー シ ー,ニ ク ソ ン)

ミネ ソ タ大 学(シ ュラ ム)ス タ ンフ ォ ー ド大 学

4数 学 的 方法(シ ヤノ ン)ベ ルTel.Co,(ウ イ ーバ

ー)ロ ッ ク フ ェ ラー財 団

5心 理,言 語 的方 法(オ ス グ ッ ド)イ リノイ 大 学,

(ミ ラ ー)イ ェ ール 大 学

6精 神 医 学 的 方 法(ル エ シ ュ)カ リフ ォル ニ ア 大 学,

(ベ イ トソ ン)カ リフォ ル ニ ア 病 院(カ ッコ 内 は 主

要 研 究 者 名,そ の後 は 所 属機 関)

以上 の学 者 た ち に よる各 研 究 は,主 と し てMajor

apProachに よ る も のが プ リ ンス トン大 学 発 行 のPublic

OpinionQuarterlyに,MinorapProachに よ る も の が

ミネ ソ タ大 学 発 行 のJournalismΩuarterlyに 発 表 され

てU・る。

コ ロンビヤ大学 ラジオ ・テ レビ ・映 画科

大学院課程

テ レビ放送局,テ レビ ・書 き方入 門,テ レビ ・ス タ

ジオ,ラ ジオ ・テ レビ ・話 し方,映 画 ・ラジオ ・テ レ

ビによるコ ミュニケ ーシ ョン,テ レビ実習,ラ ジオ ・

テ レビ経営論

注〕資料は放送学研究第3号 。

以上 の各 大学はこれ らの課程 のほかに,い ずれもコ ミ

ュニケーシ ョン研究所 をおいてさ らに研究 をすす めてい

る。各課程 を1見 してもわかるよ うに,講 義 内容 のテー

マが きわめて実際的 であるが,こ れ は放送 その ものの特

性 によるこ ともその理 由のひ とつで はあるが,特 にアメ

リカの揚合多 くの大学が教 育放送 の電波 を出 してい る事

実に よることは見逃せないO

B・ ベ レル ソンがPublicOpinionQuarterly(1959

春)に あげた 「コミュニケーシ ョン研 究の現況 」によ る

と5現 在アメ リカにおけるコ ミュニケーシ ョン研究 の方

法 は,4majorと6minorに 分 かれ てU・る。 この方法

は テ レビ ・コ ミュニケーシ ョン研究 にも該 当す るので,

ここに紹介す べきで あろ う。

・Majorapproaches

1政 治経営的方法(ラ ス ウエル)イ ェール大学

2サ ンプル調査(ラ ザー スフェル ト)コ ロンビヤ大学

以 上各国の各大学の研究課題 を総合 して判 断す れば,

テ レビ ・コ ミュニケーシ ョンの研究 はきわ めて多方面 に

わたってい ることが明 らかである。

マス ・コ ミュニケーションの1メ デ ィア として捉 え ら

れた テ レビ研究 におい ては,テ レビは送 り手 と受 け手 の

問のメ ッセージのチ ャンネル として位置 づけ られ る。 こ

のカテ ゴ リーでは,送 像者 の側 の社会認識 受像 者の側

の心理課程,番 組制作,ア ナ ウンス理論,報 道番組 の問

題 点等 が と りあげ られている。

放送制度 に関 しては,公 共放送 と民 間放送 に大別 され

るが,と くにアメ リカにおい ては民 間放送 に限 られてい

るた めに,放 送局経営や広告,視 聴率調査,広 告効果,

購買心理等経済学 の研究 とオ ーバー ラップする面 が強 く

打 ち出 され てい る。 その他 の制度 として,世 界 の関心 を

よび はじめてい るのは,有 料 テ レビであろ う。 テ レビ ・

セッ トに とりつ け られ たオ ーディオ ・メー ターに料金を

いれて,好 きな劇映画,ス ポーツ等 をみせ ようとす るカ

ナ ダ,ア メ リカにおける実験 は,現 在 のテ レビに不満 を

持つ一般 のイ ンテ リに好評 を持 ってむかえ られ ている。

法律 の分野 では放送法 と著作権法 が大 きな役割 りを占

めてお り,現 状 として は民放関係者 は放送法改正 を切実

な問題 として郵政省 に再三交渉 を重ね てい る。ま た著作

権法 に関 しては,EBUで 特別研究 グル ープを組織 し,

II
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国際的 な隣接権問題 を検討 してい る。

自然科学 の分野では,エ レク トロニ クス として,UH

F,VHF,AM,FM,走 査 線規準,モ デ ュレーシ ョ

ン,カ ラー方式等々広範囲 にわた る研 究が各大学,電 波

研究機関で行われてい る。 しか もエ レク トロニクス と局

運営お よび番組編成 は切 り離せない関係 にある。 た とえ

ば ブラッセルを中心 とす るユー ロビジ ョン ・速 ッ トワー

クの形成 に さい して も,ヨ ー ロッパ各 国の走査線 の差 を

どう解 決す るか,言 語 のちがい を どうす るか等 の技術的

な障害が数 多 くあったが,と もか くユー ロビジ ョン とい

う大 きな行政面 でのアイディアは,技 術研究者 による熱

心 な協力 で遂行 され た。現在,番 組編成 の面で も,映 像

に対す る新 しい電波技術は,も っと番 組制 作者 と技 術者

の密接 な提携 によって,数 多 くとり入れ られ るべ き段階

にきてい る。例 えば,ア メ リカにおいて も,日 本におい

ても,視 聴率 の トップをしめる 「デ ィズ ニー ・アワー」

のアニ メーシ ョンは,映 画の開発 した技術 であるが,現

在視聴覚 の重要な手段 となってい る。テ レビ映像をテ レ

ビ独 自のもの とす るた めにも,テ レビにのみ可 能な電波

技術 が,映 像 に数多 く導入 されて行 くべ きであろ う。今

年春TBSの 放 送 した 「石 の うた」は,瀬 戸内海 の石切

場 のスチール写真を,さ らにカ メラの動 きで構成 し,バ

ックグラウン ドに詩 と石 を切 る音 を流す とい うきわめて

斬新 なアイディアを生か した放 送であ ったが,こ れ ら実

験 的 な番組 の累積が,新 しいテ レビ番組 の導入 への道 を

開 くものと期待 され る。

以上 のテ レビ ・メデ ィアの研 究 をライ リーの コミュニ

ケー シ ョン ・モデルす なわ ちsocialsystem,cultural

system,politicalsystem,economicsystemの オーバー

ラップ としての図式 で とらえる場合,テ レビ ・コミュニ

ケー シ ョン研究は,き わ めて広範 囲な総合科学 とい えよ

う。 さ らにこれ らの研究 を ヨコの図式 とす るならば,リ

ースマン等 が行 っている歴史的解 明 と時代的考察 による

文 明批評的 な方法 をタテの図式 と設定す るこ とも可能 で

ある。 しか もこの図式 においては,あ らゆる ヨコの研究

領域 が,別 個 にタテの図式 を とり得 るこ と.も忘れ てはな

らない。

テ レビ ・コ ミュニケーシ ョンの研究 は以上 のべ た よう

に,諸 科 学の総合 であ るが,き わめて専 門化 した各分野

をいかに して総合 し うるか の問題 が提起 される。 この場

合,総 合 的な ものか ら放送独 自のものを抽出する とい う

理論 も成立す るが,こ れは理論 のための理論 にお ちい り

易 い。テ レビ ・コ ミュニケーシ ョンの研究 が,あ くまで

も現象 を対象 とす る以上,現 実か ら遊離 した理論 の存在

は不可能 であろ う。

3)日 本 にお けるテレビ研究の現況

テ レビ開始以来13年 の 日本 において,テ レビ ・セ ッ

トのめざま しい普及 は,人 々 の生活様式 のみ な らず,認

識 の様式 まで変化 させ よ うとしてい る現在,テ レ ビ の

「効果論」 「社 会的機能論」は,か な り活発 に論 じられ

てい る。 これ らの議論 のなかで,私 達がまず取 りあげ る

べ きものは,清 水幾太 郎氏 のテ レビ文明論(テ レ ビ 大

鑑)お よびテ レビジ ョン時代(思 想 一いずれ も昭和33

年後半発表)で あ る。氏はテ レビとい うメカニズムの巨

大で複雑 な機構 のなかにおかれた,人 間の認識の問題 を

提 起 した。現代社会 における人 間の認識 の問題 は,第2

次的環境 としてのシ ンボルの世 界がますます肥 大化 をた

どると共 に,シ ンボル と現 実 との距離 が,時 間,空 間,

内容 ともにますます緊密化 してゆ く状況 のなかで,わ れ

われは 目本 の社会 の本質 をいかに して認識 す るかの問題

であ つた。清水氏 がテ レビを中心 として仮象 と現 実にお

け る入 聞の認識 の問題 を提起 した社会機能論 に お い で

は,テ レビ文 明にたいす る悲観的 な立場 として常識的 に

理解 され る傾 向があった。

第2に 受像者 のマス ・コ ミュニケ ーシ ョン過程 のなか

におけるパ ー ソナル ・コ ミュニケー シ ョン,す なわち個

人 の主体的 で選択的 なコ ミュニ ケーシ ョン活動 を とらえ

よ うとす る議論 をあげるべ きで あろ う。 これ は高橋徹氏

の 「テ レビと大衆操作」(テ レビ時代)お よび南博氏 の

「テ レビジ ョンと受 け手の生活」(思 想)に 論 じられて

い る。

南氏 はその論文 において,受 像者が コミュニケーシ ョ

ン内容 に接触す るこ とによって作 りだす反応 を,構 造的

機能的 に分析す る とともに,反 応 を過程 として把握す る

こ とを通 してテ レビ的入間 の生長 をさ ぐろ うとす る。受

像 者の反応 が もつ複雑 なメ太ニズ ムを明 らかにするこ と

は,テ レビの影響 が,テ レビ映像 を受容 する各人 の,映

像 とと り結ぶ関係 の異 るに したがって,さ ま ざまの形式

を とってあ らわれ ることを指摘 した。氏 は さらに 「テ レ

ビと人 間」(テ レビ時代)に おいて,つ ぎの よ うにのべ

てい る。

テ レビの問題 は,な によ りも人 間の問題 であ り,そ

れ には抽象化 された受け手一般 とい う考 え 方 を 捨 て

て,ひ と りひ とりなまの人 間 とテ レビのかかわ りあい

に,注 目しな くてはな らない。マス ・コ ミュニケーシ

ョンの研究では,と か く,そ の 「マス」 とい う抽象概

念 の とりこにな りやすい。われわれはマスの中の具体

的 な人間の,生 き生き とした人 間像 を,い つ も目に浮

べ思いつづ ける必要があ ると思 う。

一45一



立正学園女子短大研究紀要 第7集(1963)

高橋氏 は 「テ レビと大衆操 作」において,す でに ラザ

ースフェル トが部分的 に指摘 し数年後 にベ レル ソ ン が

ComunicationsandPublicOpinionに おV・て,発 展 さ

せ た理論 を,さ らに 「コミュニケーシ ョ ン の3段 の 流

れ 」 として表現 した。ベ レル ソンの説 は,一 般 のオーデ

ィエンスは主体 的な 自己選択の機制 を もってお り,彼 等

は 自己のパ ー ソナ リテ ィ内部におけ る各種の欲求 体系や

信念体系 の相互 の矛 盾や対立 を統一 し,そ うした内部の

心 的構造 にあわせて外部の環境世界を心 理的,行 動的 に

変化 させ るr価 値追求行動」の主体であ る。 したが って

かれの内部 におい てはつね に自我 と他我 との対話,す な

わ ち 「個人内部 のコ ミュニケーシ ョン」 が行 わ れ て お

り,こ の過程 で確立 された主体意識 が,積 極的 にマス ・

メディアに対 する姿勢 を とらせ る と同 時 に,、厂自 己 選

択 」の機制 を発動 させ る,と する ものである。高橋 氏は

これをさ らに発展 させて,「 マス ・コミュニケーシ ョン

過程 」 厂個 人間の コ ミュニケーシ ョン過程」 「個人内部

の コミュニケ ーシ ョン過程」 を同一 の連続線上で捉 える

ごとによって,パ ーソナ リティの表層部分 と深層部分 が

分裂 して いる受 け手 のテ レビへの対応 の仕方 を統一 しよ

うとこころみ た。 そ して高橋氏 はつぎの ようにこれ を論

じている。

も しこれ ら3つ の過程 が,人 間理性 を覚 醒する とい

う方向 に奉仕 す るためには,何 をなすべき で あ ろ う

か。私 は これ ら3つ の過程 をふ くむ 厂社会 的 コミュニ

ケーシ ョン」の分野が,政 治か らは もちろんの こと,

大衆 の深層 心理 か らさえ も独立 して,そ れ 自体1個 の

自足完 結的な領 域 として確立 され ることだ と思 う。 こ

うした 「社 会的 コ ミュニケーシ ョン」の独 立世界が成

立 しては じめて,政 治の マイナス面か らもプ ラス を く

み とり,そ れ らの知識 をもとにして現実の政治世界 に

参加 してゆ くこ とも可能 となるであ ろ う。

高橋 氏の この説 は.さ らに藤竹暁氏 によって 「テ レビ

基礎理 論」(CBCレ ポー ト36年5月 よ り1年)に お

いて探求 され てい る。氏 はテ レビ ・コ ミュニケ ーシ ョン

科学を,規 範科学 としてのテ レビ ・ジャーナ リズ ム 論

と,法 則 科学 としてのテ レビ ・コ ミュニケ ーシ ョン過程

論の上 に立 って論点 を進 める。 ジャーナ リズ ム論 におい

て は,送 像者→ テ レビ→受像者 の関係 を中心 に,マ ス ・

メディ アとしてのテ レビがもつ社会的責任 と倫理,テ レ

ビ局の 自己規制お よび 日本 の社会 に対す るテ レビの影響

に関す る送像者 と受像者 の共同責任 の問題 が 提 起 ざ れ

る。 コミュニケー シ ョン過程論 におい ては,マ スコミの

特殊 ジ ャンル としてテ レビ現象 の普遍性 をとらえ,そ れ

に よってテ レビ固有 の受像者 と送像者 の関係 を法則化 し

ようとす る。氏 はテ レビ ・コ ミュニケーシ ョン過程 を次

の11の 構成要素 で分析 し議論 を進 める。

1)全 体 的な社会現象=テ レビ ・コ ミュニケーシ ョン

の素材

2)送 像者e個 々のテ レビ番組制作者

3)テ レビ映像eテ レビ ・コ ミュニケーシ ョ ン の 中

心。映 像 と音 声 とか らな り,音 声 は さらに音 と言 語に分

かれ る。

4)受 像者=い わゆ る視 聴者

5)社 会的状況e受 像者がテ レビ映像 を現実化 す る社

会的 な揚 であ り,テ レビ ・コミュニケーシ ョンの素材 と

しての社会的現実 と共通 の要因 を内包 してい る。

6)社 会 的現実 と送像者 の関係=送 像者 による社会的

現実の切 りと り過程

7)送 像者 とテ レビ映像 との関係=テ レビ映像表現 の

過程

8)テ レビ放送機構=マ ス コミ産 業 としてのテ レビ局

9)受 像者 とテ レビ映像 との関係=個 入 的次元での受

像過程,す なわち,テ レビ映像の認識過程 。

10)受 像者 と社会的状況 との関係e社 会心理的次元 で

の受像課程。 すなわち,受 像者 が行 な う個入 間のコ ミュ

ニケーシ ョン活動 の分析次元。

11)全 体 的な社 会構造=現 代 日本 におけるテ レビ ・コ

ミュニケーシ ョン過程 の位 置づけ と働 き。

藤竹 氏は この論文 において多 くの資料 を駆使 し,テ レ

ビによるコミュニケーシ ョンの問題 を集大成 して,そ の

基磁理論 を確立 しよ うと試みてい る。

放送研究 とい うものが,あ くまで も現 実の現象 に密着

した性格 を持 ってい るとい う見地か ら,「 政策学」を放

送研究 の方法 として導入 した岡部慶三氏(東 大新聞研究

所)は,放 送研究 のあ り方 をもっとも正 し く捉 えてい る

よ うに思 う。 ラスウェル のとなえた政策学 の目的 は,自

然科学 におけるよ うに法則 をみいだす ことによって,社

会事象 の予測 を可能 とす るものでは ない。 ラスウェル は

その 目的 と方法 につ いて次 のよ うにのべ てい る。 厂社会

科学 の 目的 は予測 ではな く自由で ある。過去 の選択 を制

約 していた強制的 な固定性 を解明 して,選 択 の自由を拡

大 するこ とにある」 その理論構成 の手続 きは3段 階に区

分 され,第1は 一定 の社会 における現実政策 に内在す る

目標価 笹を明 らかにする。第2は 目標価値 の実現 を制約

している諸条件,諸 傾 向を分析す る。第3は 目標価値 の

実現 に有効 な可能的方法 を具体的 に示す,と い うこ とで

あ る。

岡部氏 は 「科 学 としての放送研突 」NHK文 研発行放

送 学研究)に おいて,次 の ようにのべている。
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マス ・コ ミュニケーシ ョン研究 と放送学研究 の関係

につい て後者 は前者 の個別 科学化 ない し特殊科学化 と

考 える視点 がある。 しか し他方で はそのよ うな視点 を

全 く捨 てて しまって,マ ス ・コ ミュニケーシ ョン研究

と放送学的研究 とを全 く別 の次元 における全 く別様 の

文脈 にある研究 として,両 者 を区別 する視点 もあ り得

よ う。 すなわち,マ ス ・コ ミュニ ケーシ ョン研究 は大

衆社会分 析の一系列 に属 し,一 方放送 学的研究 は広義

にお ける放送 の行政 面や経 営面で のさま ざまなdecis-

ion-makingに 対 して,妥 当でかつ客観 的合理 性 を も

った判断の根 拠 を考察 する ものだ,と い うような考え

方 もあ り得 るはずであ る。

的放送学 であろ う。 その場合,科 学的研 究 として もっ

とも重要 と考え られるのは,諸 目標 の明確化であ り,

また,そ れ らの 目標 を設定 す る理 念の再検 討 で あ ろ

う。 しか もこうした研究 はただ思弁 的に概念 を操 作 し

ていれば よい ものではな く,あ くまで も現実の放送 の

実体 の原理 的な検討 を必要 とす るものであ り,現 実 と

の関係において,常 に当為 が問題 とされな ければな ら

ないで あろ う。

テレビ ・コ ミュニケーシ ョンの研究が,あ くまで も現

実 を度 外視 しては成立 し得ない とい う意味 か ら,政 策学

的 な方法論 はテ レビとい うきわめてダイナ ミックな現象

を研究 するための重要 な手段 と思 われる。

後藤和彦氏は この政 策学を1960年 イギ リス放 送委員

会 報告書の解明の根拠 として,「 放 送 を判断す る基準」

(放送学研究)と い うきわめ て明確 な小論文 を 発 表 し

た。

1960年 放送委員会(TheCommitteeonBroadcasting)

はITAに 関す るテ レビジョン法が1964年7月 に効力

を失 うので,そ れ以降 のイギ リスの放送制度,企 業体 の

組織 につU・て検討 し答 申す る 目的で設置 された。1962

年6月5日 付 けで郵政長官 に提 出されたその ピル キン ト

ン ・リポー トは,商 業放送運営機関 のITAの 組織上 の

問題点 を指摘 し,そ の改組勧 告は政治 的な問題 として発

展 す るき ざしをみ せたため各方 面の反 響を よんだ。委員

会 の判 断の手順 お よび政 策作成 の過程 は,ま さに政策科

学 の4段 階に合致 する もの として,後 藤氏 は報告書 を刻

明に分析 してみせ る。 まず委 員会側 で とりあげた放送 の

諸 目的,事 業者 の基本 的責任 についての明確化,つ いで

事 業体 の当事者 が表明す る放 送の 目的,事 業者 の責任 に

ついての理 念を第1の 段階の基準に よ り検 討す る。最後

に,そ れぞれの事業体が 出してい る放送 の実体 と,表 明

された理念 との関係 が放送 の制度,組 織 の問題,番 組 編

成,技 術 の上で詳細 に検討 される。後藤氏 はそ の検討 の

結果 につ いて以下 のよ うにのべている。

一般 の視聴者 に とって
,実 体 である番組 個 々 の 問

題,そ れ らが どの ようにす れば 「よい放送 」 とな りう

るかについては処方箋 をつ くるべ き性 質のものではな

V・。 しか し現 実 の放 送 の実体が もしgoodbroadcast-

ingと いえない ものであれば,そ の欠陥が どこか ら生

じてい るかは検 討 され うるものであ る。(中 略)放 送

のあ り方を将 来 どのよ うにした らよいか,そ こに到 達

す るには どの よ うな手段 を とれば よいか とい った問題

を考え ることも,放 送 の綜合的な,体 系的な科 学的研

究 に必 要なこ とであるならば,そ れ はま さに政策科 学

わた くしはこの小論 におい て,テ レビ研究 の方法論 を

確定す るために,テ レビ研究 の現況 を紹介す るこ とに よ

り,テ レビ ・コ ミュニケ ーシ ョンの枠組 を設定 しよ うと

した。

戦後13年 間の 目本 におけるテ レビ産業 は,世 界 にお

いても最大 といい得 る程 にめ ざま しい速度 で成長 してき

た。 その技術 的な進歩 と一般大衆 への普及率 のテンポは

同 じであって も,文 化的 な番組 内容 の発展 のテ ンポは決

して歩 調を合わせてい るとはいい得 ない。

しか もテ レビの影 響は人 間の思考 に対 して大きな力を

もって左右 してお り,日 本文化 の根抵 をゆ り動 かす潜 在

勢力 ともな りかねない現状 である。 目本人 の全般 的な生

活水 準 は戦前 と くらべてかな り上 ったが,精 神生活 の水

準は ど うであ ろ うか。交 通事故 の激増,青 少 年の犯罪,

モ ラル の低下 による各種 の事件,毎 目の新 聞は この よ う

な記事で埋ま ってい る。

自己規制 の習慣 を持たず,し か も戦争 とい う規制の枠

をはず された 目本 の現状で,テ レビがeasy-goingな 方

法 で受 けいれ られ たのは当然であ ろ う。 しか しこのダイ

ナ ミックなメディアは,そ の使用 の目的 と方法 によって

は,ア メ リカのNAB会 長 コ リンズが指摘 してい るよ う

に,き わめて危 険な,あ るい はきわめて重要 なメディア

となる可能性 を十分 にそなえているのである。何故 テ レ

ビは研 究 され るのか,と 問われ る研究者 は,そ の意識 下

にかな らず この答 を持 っているに違いない。 しか もそれ

が未知 の尤大な領 域であ るだけにそれ に伴 う困難 はきわ

めて大 き く,方 法論 さえ もまだ確 立 されていない現状 で

ある。

もちろん,テ レビ ・コミュニケーシ ョンの研 究は,研

究者 の問題意識 によってその方 法論が大 きな差 を持つ の

は当然 であるが,こ の研究において もっとも警戒 され る

べきこ とは,そ れが理論 のた めの理論で あってはならな
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い とい うことで あろ う。い かに華麗 な図式 によって,尤

大 な理論 を組み あげ た として も,テ レビ自体 が思い がけ

ぬ方向 に発展 し変化すれ ば,そ の理論は成立 し得 な くな

る。 しか も現在 のテ レビの技術的 な進歩 は,こ の可能性

を十分 に具 えて いる。 その意味で,研 究者 はつね に現実

に密 着 して,現 実 よ り1歩 先 を歩かねば ならない。そ の

故 にこの研究 は常 に独創的(creative)な 意識が伴 うこ

とを条件 としてい ると断定で きるのでは ない で あ ろ う

か。 この研究が,詳 細な分析に よる科 学 と,creativeな

意識に よる芸術 の接点におかれている とい うのは,わ た

くし個人の独断 にす ぎるであろ うか。

山内 碧:本 学専任講師(マ スコミ研究担当)
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